	平 成 ２４ 年 度

	素形材技術セミナー 「ダイカスト金型の損傷と対策の勘所」

	ご　　案　　内


主催　：　一般財団法人　　素形材センター
一般社団法人　　日本ダイカスト協会

わが国の素形材産業は様々な技術革新が行われており、基盤産業として著しい発展を遂げて参りました｡しかしながら、わが国経済は従来とは異なる抜本的な変革を求められており、素形材産業もさらに競争力強化を図ることが重要と考えられます｡このような状況のもと、鋳造業の一層の技術力向上のため、下記プログラムによるセミナーを企画いたしました｡
ダイカストは生産性向上を推し進めるためにハイサイクル化の傾向にあり、また高真空ダイカストのように薄肉・高品質化を目指して新しいダイカスト法が開発実用化されています。これらの技術はダイカスト金型にとっては熱的、力学的な負荷が大きく、その寿命を短くする傾向にあります。本セミナーではダイカスト金型の損傷原因の追及とその対策手法について紹介します。つきましては、多忙中とは存じますが多数ご参加下さいますよう、ご案内申し上げます｡
●と　き　　平成２４年９月２８日（金） １０：００～１７：００
●ところ　　機械振興会館　地下３階　 研修１号室
東京都港区芝公園３丁目５番８号（案内図参照）
●プログラム
	１．概論　ダイカスト金型の損傷
 10:00 ～ 10:45
ダイカスト用金型に発生する損傷の基本的な現象と寿命改善に係る表面改質手法について概要を述べる。

	九州工業大学　客員教授(工博)　　日原政彦

	２．特殊ダイカスト法と金型損傷
 10:45 ～ 11:30
近年、急速に普及しつつある特殊ダイカスト法は、普通ダイカスト法とはことなる金型損傷が発生し、問題になることがある。ここでは、特殊ダイカスト法の種類と金型損傷の事例及び対策について紹介する。

	(一社)日本ダイカスト協会　技術部長(工博)　　西　直美

	３．ヒートチェックの発生原因と対策
 11:30 ～ 12:15
鋼種と硬さがヒートチェックに及ぼす影響を，ダイカストマシンを用いた実機試験によって評価した。試験結果を鋼材特性や湯流れ解析と比較照合し，ヒートチェックの原因を推定し対策を検討した。その概要を述べる。

	大同特殊鋼㈱　研究開発本部　特殊鋼研究所　金型材料技術研究室　主任研究員　　河野正道

	《　昼食・休憩　12:15～13:15　》

	４．早期割れの発生原因と対策
 13:15 ～ 14:00
金型の早期割れはその修理が困難であることと、予期せぬ破損であるため生産計画にも重大な見込み違いを生じる。素形材センターで行われた調査結果を中心に、早期割れの原因と対策について報告する。

	㈱アルキャスト　業務部部長　　金内良夫

	５．型侵食の発生原因と対策
 14:00 ～ 14:45
金型侵食の発生原因の解説と最近の対策技術(表面処理)について紹介する。

	リョービ㈱　静岡工場　研究開発部　生産技術開発係　係長(工博)　　蓮野昭人

	《　休憩　14:45～15:00　》

	６．焼付き，かじりの発生原因と対策
 15:00 ～ 15:45
焼付き、かじりによる金型損傷は、製品品質の低下、金型寿命の短命化および補修、型磨きによる稼働率の低下などを引き起こす大きな問題である。これらの発生メカニズムと最新の対策法について具体的な事例を交えて報告する。

	㈱アーレスティ　テクニカルセンター　技術部　技術開発課　主幹研究員　　佐々木 英人

	７．折損，へたり，つぶれの原因と対策
 15:45 ～ 16:30
折損，へたり，つぶれは、ダイカスト中に頻繁に発生する。これからの発生は稼働率の低下のみならず、混入による品質クレームにも発展することがある。今回は、製品形状、金型構造、鋳造条件からみた原因と対策を検討する。

	㈱ナノキャスト　取締役　　菊池政男

	８．総合討論
 16:30 ～ 17:00

	司会　(一社)日本ダイカスト協会　技術部長(工博)　　西　直美
出席講師全員　(予定)


●参加要領
	◇定　　員　100名　　（申込順に受け付け、定員になり次第締め切ります）

	

	◇参 加 費(昼食代含む) 　22,000円

	素形材センター特別賛助会員、一般賛助会員及び日本ダイカスト協会会員は、50％割引。
※開催前日まで受講取消のご連絡がなく,当日欠席されても参加費はお返しいたしません。その場合テキストはお送りいたします。

	◇申込方法

	下記申込書に所要事項記入の上,郵送もしくはFAXでお申込み下さい。
〒105-0011　東京都港区芝公園3丁目5番8号　機械振興会館2階201-3
一般財団法人　素形材センター　企画部
電話03(3434)3907  FAX03(3434)3698
ホームページ(http://sokeizai.or.jp)からのお申し込みもできます。

	◇参加費のお支払い

	 参加申込後，別途，ご請求させていただきます。
(領収書を必要とする場合は、申込書にその旨をご記入下さい。）

(振込手数料は、ご負担願います。)

	◇申込締切　平成24年9月21日（金)

	

	◇会場案内図
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	地下鉄：東京メトロ日比谷線神谷町駅下車(徒歩8分),都営三田線御成門駅下車(徒歩10分),都営大江戸線赤羽橋駅下車(徒歩10分),都営浅草線大門駅下車(徒歩15分)
ＪＲ：浜松町駅下車(徒歩17分)
バス：浜松町～東京タワー路線東京タワー前下車


（※　会場では、一切の録音、録画をお断りします。予めご了承下さい。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申　込　書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
素形材センター企画部(FAX03-3434-3698)
素形材技術セミナー「ダイカスト金型の損傷と対策の勘所」（24年9月28日）
会 社 名







　
所 在 地(〒　　-　　　　)









電　話　　　　　　　　　　　　　　　　F A X　　　　　　　　　　　　　　 
連絡者名　　　　　　　　　　　　　　　所　属　　　　　　　　　　　　　　
E-mail


　      
	受講者氏名
	所 属 職 名
	受講者氏名
	所 属 職 名

	
	
	
	

	
	
	
	


　金額　　　　　　　円也、上記のとおり受講いたしますので、申し込みます。　　平成   　 年　　月　　日









個人情報保護法に関する対応


ご記入頂いた個人情報は、本セミナーの事務に利用するとともに、参加者リストを作成し、講師に手交します。


また、素形材センターの行う各種研修、セミナー、出版物、事業の案内状の送付に利用する予定です。今後、素形材センターが行う素形材産業の実情に関する調査アンケートへの協力依頼を行う場合もあります。














素形材センター特別賛助会員


素形材センター一般賛助会員


日本ダイカスト協会会員


(該当に○印をつけて下さい)








